
県南中体連水泳大会、大健闘！
～選手全員入賞！～

６月１６日（水）に矢祭町のスィンピア矢祭で開催された県南中体連水泳大会で、本校の
出場選手４名が、全員入賞するという大健闘を見せました。最後まで力を出し切って泳ぐ姿は
立派でした。県大会に出場することになった３選手は、今後の練習で更に磨きをかけ、自己
ベストを上回れるよう頑張ってほしいと思います。

和知 花穏（２年） 50m自由形第５位

100m自由形第４位（県大会出場）

和知 永樹（３年） 50m自由形第２位（県大会出場）
100m自由形第４位（県大会出場）

五十嵐海斗（２年）100m自由形第３位（県大会出場）

200m自由形第２位（県大会出場）

板橋 雄大（２年）100m背泳ぎ第６位

授業参観、高校説明会お世話になります！

７月１日（木）、今年度２回目の授業参観を実施します。今回も、コロナ対策として、時間を
区切っての参観にさせていただきます。また、高校説明会を体育館で実施します。新規コロナ
感染者数が少なくなってきましたが、決して油断をしてはならないと考えており、新しい生活様
式の中で実施していくことが大切だと考えております。御理解のほど、どうぞ、よろしくお願いい
たします。

授業参観 １３：００～１３：５０
１班 １３：００～１３：２５ 出席番号 １～１４
２班 １３：２５～１３：５０ 出席番号１５～最後

※ １・２学年保護者会 １４：０５～
高校説明会 １３：００～１５：５５
※ ３学年保護者会 １６：００～

※ １班の方は、授業参観が終わり、学年保護者会が始まるまでの時間は、学年
保護者会会場でお待ちください。
１学年 ２階多目的教室
２学年 ３階多目的教室

なお、３学年は、高校説明会が１６時ごろまで実施します
が、その後の学年保護者会は、２階多目的教室に移動し
て実施します。（子どもたちの部活動の関係です。御理解ください。）



生徒の文章が新聞に掲載！

６月１５日（火）の福島民報新聞に、１年 交通指導１０年間、子供見守り感謝

の近藤絢さんの文章が掲載されました。こ 近藤 絢

れは、５月２７日に掲載された記事を読んで ５月２７日の福島民報で「１０年間の交通指

の自分の感想や想いを綴ったものです。 導卒業 浪江から表郷に避難 佐々木庸太郎さ

この記事を読んで、佐々木庸太郎さん ん」という記事を読みました。

は感動し、その想いを校長室に来て伝えてく 私は表郷に住んでいます。この記事に書かれ

ださいました。「この１０年間の苦労が報われ ている佐々木さんは、私が小学校に入る前から

た。感動で胸がいっぱいです。」としみじみ話 交通指導をしてくれました。佐々木さんは、登

されていました。 校してくる子どもたちにやさしくあいさつして

浪江から東日本大震災で避難され、この くれたり、交通量の多い交差点に立って交通整

１０年間の苦労は計り知れないものがあった 理をしてくれたりしました。

のではないかと思います。そのような中、交 そのおかげもあって、表郷小学校では、２５

通指導員として毎日務めてこられた姿を、地 日時点で２７２０日間、登下校中の無事故が続

域の人も、そして子どもたちも見ていたのです いています。浪江から避難してきていたのだと

ね。 は知りませんでした。

こちらこ ６年間、見守ってくださったことに感謝しま

そ 、 胸 が す。佐々木さんにお世話になった人はたくさん

い っ ぱい います。１０年もの長い間、表郷の子どもたち

になる温 のために交通指導をしてくださり、ありがとう

かいお話 ごさいました。

でした。

近藤絢さんと佐々木庸太郎さん

全校朝会での話
今週の全校朝会は、久しぶりに全校生を体育館に集めて実施しました。もちろん、換気を良

くした上で、十分な身体的距離を保って、マスク着用の上、実施しました。
様々な行事・集会等で必ず校長の話がありますが、私は、年間を通してどんな話をするか

計画した上で話しています。校長の話は、よく行き当たりばったりで話しているように考えられがち
（そういう校長もいるかもしれませんが…）ですが、よく考え計画して話している校長が多いで
す。時期的な話、行事に合わせた話、学校生活に必要な話、心に響く話など、時期を考え
たり様々な工夫をしたりしていることが多いです。
さて、今週の話は、中体連総合大会を受けた話

です。勝っても負けても、大きな経験をした生徒たち
に、この経験のもつ大きさや、この経験を通して得ら
れた力はきっと今後の人生に大きなものをもたらす、と
いうことを話しました。
全国の校長がよく話す「才能の差は小さい。努力

の差は大きい。継続の差はもっと大きい。」という言
葉を引用し、私なりの言葉に置き換えて話しました。
「才能があっても行動に移さなければ何も起こらな
い。行動して経験したものは、何よりも大きな力にな
る。」ということを次のような言葉で話しました。

「才能の差は小さい。行動の差は大きい。経験の差はもっと大きい。」


